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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトメンバーの多様な背景を生かし、多分野との連携基盤を確立すること
でライフコースの生涯発達や異文化理解の学びの具体化など、従来の言語教育分野では捉えることのできなかっ
た範囲の留学経験者の成長についてアプローチすることの意義を提示することができた。また、応用言語学で近
年発展がみられるナラティブ探究について国際シンポジウムを開催することができ、国内と海外の言語教育にお
けるナラティブ研究の動向を共有し、国内の言語教育や異文化間教育の特徴と課題を具体化することができた。

研究成果の概要（英文）：The project consists of the members from varied disciplines such as clinical
 psychology and intercultural education as well as the language education. The rich backgrounds 
across the disciplines enables us to explore the learning of study abroad experiences beyond the 
traditional concept of learning in the field of language education, which focuses on the acquisition
 of the target languages. The meaning of study abroad experiences are not limited to the language 
acquisitions, but should include the re-conceptualization of the beliefs, values, self, others, and 
careers which impact on one’s life course and career development.

研究分野：日本語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の言語教育的アプローチでは、留学経験を単に言語習得だけの意義として分析していたものが多かった。し
かし、本プロジェクトで臨床心理学や異文化間教育のメンバーと共同することで、アイデンティティやキャリア
形成、自己認識・他者認識などの価値観の再形成といったライフコースの中での発達とともに異文化経験や言語
文化の学びを捉える必要性を示すことができた。特に非英語圏への留学は、言語獲得以外の学びの意義について
の評価が重要となり、本プロジェクトで事例として示した非英語圏留学からの学びのアセスメントおよび教育的
介入は、異文化経験を通した学びのカリキュラム検討に寄与するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
90 年代後半からのパラダイムシフトにより、欧州の「複言語主義」に基づいた「グローバル
市民」を目指した言語学習・教育に代表される多元的な言語・文化の共存を目指した社会文化
的文脈の中での学びの捉え直しが叫ばれるようになった。欧州評議会による「欧州言語共通参
照枠」(CEFR)の提案について第二言語学習の観点から注目すべき点として、①言語学習と異文
化間能力を分けるのではなく関連した能力として位置付ける、②「母語話者」を目標とした言
語知識やスキルの獲得ではなく「他者との関係形成能力」の重視、などが挙げられる。つまり、
複言語社会における複数言語の教育は、単に意図を伝えるための手段としてではなく、言語的・
文化的背景の異なる人々と共存するための力を育成するものでなければならない（福島, 2014）。 
この考え方は、学習者の言語文化背景とは異なる場に身を置く留学という学びにおいても重
要な示唆をもたらす。留学は言語使用の機会というだけのものではなく社会的実践である。社
会文化的文脈の中での自己変容（アイデンティティ形成）過程と多様性に注目し(Block, 2007)、
留学を通した人間の成長を言語や文化知識の獲得としてではなく動的、包括的に捉える必要が
ある。 
また、英語と非英語言語のその学習意義の違いが顕著になってきている点も重要である。英
語のような強力な世界的言語資本(Bourdieu, 1991)を有する言語とは異なり、日本語、中国語、
韓国語の場合、その言語を高度に極め学位獲得や就職とまでは目標としない学習者や留学生層
も増加している（国際文化フォーラム, 2012）。しかしながら、日中韓間の多くの留学プログラ
ムの言語カリキュラムは画一的に英語圏留学に倣った形で「母語話者」を基準とした言語知識
とスキルの獲得が目標とされる傾向が見られる。 
 
２．研究の目的 
グローバル化で留学参加者やその形態が多様化する中、留学研究やそのカリキュラムは英語
圏留学を参照にしたものが圧倒的である。しかし英語圏留学は、世界的言語資本を持つ英語と
いう言語やその文化を獲得するという目的が強くなり、非英語圏、その中でも特に隣国である
日本・中国・韓国の間での留学目的や意義と同じとは限らない。本研究では学際的な連携のも
と、日中韓間での留学が参加学生にとってどのような意味を持つのかを長期的キャリア形成の
観点及び社会文化的文脈の視点から分析する。その上で従来の母語話者をモデルとした目標言
語獲得が主流であった留学による学びを再考し、日中韓間留学の意義とそれに基づいた留学に
おける言語文化カリキュラムと留学を通した個々の成長を支援する方法を提示することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
研究方法は、以下の３つからなる。 
（１）連携基盤の確立：まず、連携分野である異文化間教育と生涯発達心理学から本プロジェ
クトに関連する部分の理論及び実践を知り連携基盤の確立を図った。連携分野である異文化教
育や生涯発達心理学の分野から留学に関連する分野の理論的可能性や理解を深めるための勉強
会、及びパイロットとして日中韓留学を通した学びの研究会を開催した。 
 
（２）実践（調査と分析）：上述のような日中韓の各種留学プログラム参加者へのナラティブ調
査を実施、分析し、研究会等で発信、意見交換を行った。日中韓の各種留学プログラム参加者
に留学前から現在までの「ライフストーリー」(桜井, 2002)を語ってもらい、事前調査で有用
性を確認したナラティブアプローチに有効である TEA（複線径路・等至性アプローチ）（サトウ
＆安田, 2013）で分析を行った。 
 
（３）応用（研究結果の発信と教育的応用）：TEA（複線径路・等至性アプローチ）を活用した
省察実践を設計、実施し、その精緻化を図った。省察実践の中から公開承諾を得た例を事例集
としてまとめ、HPにて発信し教育的応用ができるように工夫した。最後に、研究の総括として
現行の留学プログラムが採用している言語教育及び異文化教育カリキュラムの目標を分析結果
をもとに再考し、その具体的アセスメント方法を検討すべく研究会を開催した。 
 
４．研究成果 
（１）連携基盤の確立： 
①他分野との連携 
本プロジェクトメンバーの多様な背景を生かし、多分野との連携基盤を確立することができた。
まず、文化心理学および臨床心理学においては、経験の語りからの意味付けと学びを促進する
というナラティブのアプローチについて学び、研究方法および教育実践として言語教育でのナ
ラティブの可能性を見出すことができた。日本質的心理学会や TEA の国際学会などでのシンポ
ジウムやパネルなどの企画を通し、言語学習者をライフの視点から捉えるライフキャリアの視
点を学ぶことができた。次に、国際教育との連携においては、教学実践フォーラム「留学を通
した学び―支援およびアセスメント―」を共同企画し、留学などの異文化経験が個々の価値観
の更新、柔軟性、寛容性、多様性への理解といった学びに繋がることから異文化間教育分野で
実践されている目標、活動、アセスメントの事例から言語教育に活用できる観点を見つけるこ



とができた。また、日中韓の留学というキャンパスアジアを運営している東アジア研究の教員
との連携により、キャンパスアジア参加学生へのインタビュー協力や教育的活動導入を実現す
ることができた。 
 
②応用言語学分野内での国際的連携構築 
他分野ではないが、日本語教育だけではなく応用言語学におけるナラティブ研究の基盤構築と
発展ができたのは、予定外の成果であった。2018 年 11 月に「言語教育におけるナラティブ」
として国際シンポジウムを開催し、応用言語学のナラティブ研究の一人者でおられる Gary 
Barkhuizen 教授を招聘し、日本語教育におけるナラティブの研究者とパネルディスカッション
を試みた。本企画で国内と海外の言語教育におけるナラティブ研究の動向を共有したことで、
国内の言語教育の特徴と課題を具体化することができた。 
 
 
（２）実践（調査と分析）： 
異文化経験からの学びを具体化するために①日中韓キャンパスアジア留学経験者と②英語媒介
プログラムで来日した中国人留学生、という２つの調査を行った。どちらもナラティブ探究を
用いた調査で少人数ではあるが、丁寧に個々の経験からの意味付けと学びについて何度も語り
を重ねてデータを収集した。どちらの研究も当事者の留学を通した学びの長期的変化に特徴が
見られた。①については留学経験の意味付けについて参加前と参加後の違いが浮き彫りとなっ
た。帰国後、就職活動というライフコースの移行期を経験する中で、日本人学生にとっての非
英語圏への留学経験は、留学先で得た言語能力ではなく多文化経験が焦点化される例が見られ
た。また、②については、日本に留学しながら日本語は必要ないという考えだった留学生が４
年間の大学生活でキャリア観や将来像が変化し、日本企業への就職を目指すという例が見られ
た。大学時代は、ライフコースでいう青年期から次への移行期にあり、大学時代の留学経験や
言語学習は、キャリア構築やライフステージも視野にいれた研究や教育が必要となることが明
らかとなった。 
 
 
（３）応用（研究結果の発信と教育的応用）： 
①成果発信 
上述の 2 つの調査結果については、①は 2016 年に国際学会で発表したのち、2018 年に論文と
して掲載された。②については、2017 年に国際学会で発表し、さらにデータを加えて留学経験
者の長期的変化を明らかにし、これから論文として執筆し、学会誌に投稿する予定である。ま
た、留学経験などの異文化経験への当事者の意味付けに着目したナラティブのアプローチにつ
いて日本語教育および国内の言語教育でも広がりを見せており、本プロジェクトによりライフ
ストーリーや社会言語学的ナラティブの研究者と連携することができ、図書出版に向けて企画
を練っている。さらに、本プロジェクトの成果発信として「異文化経験と学び」の HP を設置し
た。留学をはじめ、海外赴任、海外滞在、など、新しい価値観との出会いと学びの関係を広く
捉え、本 HPでこのような異文化経験を通した学びとは何か、それはどのように提供・支援でき
るのか、そして成果はどのように測るのか、といった点について言語文化教育、キャリア教育、
文化心理学、発達心理学などの分野との連携によりアプローチしていく研究の発信をしていく。 
 
②教育的応用 
留学経験の学びを促進し、深い学びへ繋げるために体験をピアと語り合う、ジャーナルに書く
などの言語化活動を日中韓キャンパスアジアの１週目留学と２週目留学の間に導入した。留学
１週目を終え、同じ形式の２週目の留学に入る前に上述のナラティブをカウンセリングに用い
ている TEM（複線径路・等至性アプローチ）を用いた活動を教育的介入として実施した。この
活動を経て２週目の留学に行って帰国した学生たちへのインタビューを 2019 年に実施し、この
教育的活動の効果について検証していく予定である。また、2018 年には学内の第 4回教学実践
フォーラム「留学を通した学び－支援及びアセスメント－」でメンバーの堀江氏とも共同し、
留学のような異文化経験の学びの支援方法やアセスメントについてシンポジウム形式で発表し
た。異文化経験の学びの意義は認知されつつあるが、そのアセスメント方法の検討が急務であ
ることが明確となった。この点について “Beliefs, Events, and Values Inventory”（BEVI）
という価値観の変化を測定するために開発された調査方法に着目し、開発者を招聘して研究会
を開催した。 
 
③次のプロジェクトへの発展 
本プロジェクトの成果から発展・派生し、２つの次なるプロジェクトに繋げることができた。
１つは、「生活者としての外国人」への日本での生活や日本語支援といった異文化経験ボランテ
ィアを学びとしてどのように位置づけるかという点への着目である。この点については、地域
支援ボランティアと正課の学びを結び付けているサービスラーニングの観点を踏まえ次の科研
プロジェクトとして採択が決まった。もう１点は、上述の異文化経験による学びの客観的測定
方法の１つとして BEVI を用いた測定である。この点は、国際共修プロジェクトや BEVI を取り



入れた異文化アセスメントとして別の科研のメンバーとして進めていく。 
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ホームページ 
「異文化経験と学び」HPの設置 
http://culture-learning.com/ 
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